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令和７年６月１７日  

 

 

桑折町議会 

議長 原  賢 志 様 

 

 

総務文教常任委員会 

委員長 斉 藤  謙 

 

 

委員会調査報告書 

 

本委員会に付託された調査事件について、調査報告を下記のとおり、会議規

則第７７条の規定により報告します。 

 

記 

 

１ 調査事件 

 

「認定こども園」の進捗状況に関して 

 

２ 調査目的 

 

安心できる認定こども園の施設整備のため 

 

３ 調査の経過 

□令和５年１１月７日 

１０月３１日の議会全員協議会での教育文化課長から認定こども園の進

捗状況について説明を受けたが、委員会として再度確認を行うため教育文化

課の出席を求めることとした。 

 

□令和５年１１月１４日 

教育文化課長の出席を求め、認定こども園の進捗状況について質疑応答を

行った。 

 

□令和５年１２月１４日 

   調査事件について、委員間で自由討議を行った。 
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□令和６年１月１６日 

   調査事件について、委員間討議を行った。 

 

□令和６年２月８日 

   調査事件について、委員間討議を行った。 

 

□令和６年７月１８日 

今後の進め方について、協議・検討を行った。 

 

□令和６年８月１３日 

教育文化課長の出席を求め、スケジュールに基づいた進捗状況（教育理念

や運営方法等に係る松葉福祉会との協議状況も含む）および地中埋設物の処

理状況について説明を受け、質疑応答を行うとともに、関係資料の提供を求

めた。 

 

□令和６年１０月３日 

今後の進め方について、協議・検討を行った。 

 

□令和６年１０月１７日 

教育文化課長の出席を求め、松葉福祉会と交わした運営に関する覚書の内

容および認定こども園の職員体制の整備状況（主に町会計年度任用職員の雇

用状況）について説明を受け、質疑応答を行った。また、伊達市の認定こど

も園担当課への視察実施を決定した。 

 

□令和６年１０月３１日 

視察の目的、質問事項および視察日程について、協議・検討を行った。 

 

□令和７年１月１７日 

伊達市との予定が合わず視察不可となったことを受け、代替案として質問

事項への文書回答を求めることについて、協議・検討を行った。 

 

□令和７年２月２８日 

伊達市教育委員会こども部こども未来課からの文書回答内容について確

認を行った。 

 

□令和７年４月２４日 

教育文化課長に出席を求め、現状と今後の見通し（主に入園児数の見通し
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と職員数）について説明を受け、質疑応答を行った。 

 

□令和７年５月２２日 

   調査報告書の内容について、協議検討を行った。また、報告に必要な資

料にとして、認定こども園の運営費補助金交付要綱の提供を町に求めた。 

 

□令和７年５月２９日 

  調査報告書の内容について協議、最終確認を行った。 

 

４ 調査結果 

(1) 本調査は認定こども園開園１年延期問題がある中でスタートしたもので

ある。その問題の主たる要因は、資材高騰等による認定こども園の設計の大

幅な変更問題等であった。よって本委員会は認定こども園の開園に向けての

進捗状況について、その都度、教育文化課長から説明を受け、委員間討議を

行い、定例会等での質問・質疑に生かすことに努めた。 

(2) この調査において、伊達市の認定こども園事業視察の必要を認め計画をし

たが、相手方の事情により実現には至らなかった。後日文書による貴重な情

報を提供して頂いた。(［別紙１］参照) 

(3) 認定こども園（こおり青空こども園）は令和７年４月より開園した。開園

時の入園児数は１０５名である。 

(4) 職員体制に関し、待機児童対策としての職員２名分の予算措置が３月議会

で議論となったが、認定こども園開園後の委員会で、今後の入園児数の見通

し及び補助金交付要綱等について質疑を行った。２名の職員は採用済みであ

ることを確認した。補助金交付要綱は［別紙２］の通りである。 

 

今後は、醸芳幼稚園・こおり青空こども園の連携を図り、桑折っ子（教育大

綱でいう）育成のため、乳幼児保育・教育の充実した実施を望む。 



伊達市 子育て支援関係事業概要 

                             

１ 民営認定こども園事業者公募選定経過概要について 

 

平成20年11月策定の「伊達市における民間活力による「認定こども園」整備計画」に

沿って順次実施してきました。 

近年では、令和６年４月に「伊達・ひかり認定こども園（伊達地域）」と「保原認定

こども園（保原地域）」の２園が開園しました。 

また、令和７年４月には「（仮称）高子北認定こども園」が開園します。 

公募選定経過としては、まず伊達市内において、幼稚園、保育所又は認定こども園を運

営している学校法人及び社会福祉法人で、自らが運営できる事業者を公募。「（仮称）

高子北認定こども園」に関しては、市内法人からの応募がなかったことから、市外にも

公募を実施し事業者を選定しました 

 

２ 民営認定こども園への教育行政の関わり方について 

  

本市の民営認定こども園への教育行政の関わり方は、大きく下記の４つの点です。 

 ⑴ 伊達市幼児教育協議会【年 12 回】 

  ・ 市内すべての園において伊達市のめざす子どもの姿の共有と、教育行政について話

し合いをする協議会の開催 

  ・ 毎回、会の内容に合わせて参集者を変えて開催 

 ⑵ 伊達市幼児教育研修会【年６回程度】 

  ・ 市内すべての園の保育者を対象とし、学識者を迎えて保育における最新の情報を

捉えた研修や保育実践の向上につながる研修会の開催 

 ⑶ 感染症や危機管理等における国や県マニュアルの周知及び市マニュアルの情報提供 

⑷ 保育内容や園運営に係る相談等の対応 

 

３ 民営認定こども園事業運営に対する市の財政支援状況について 

  本市の民営認定こども園事業運営に対する財政支援は、基本的に国の基準に準拠して

います。認定こども園運営負担金として運営負担金、施設等利用給付負担金を交付し、一

時預かり事業等の特別保育補助金等を補助しています。保育事業補助金は毎年必要な補

助金を国県の補助事業から選び利用していますが、市独自の補助事業として障がい児保

育事業補助金や地域活動事業補助金等の補助事業で園の運営にかかる費用を拠出し支援

しています。 

                  伊達市教育委員会こども部こども未来課 作成 

［別紙１］



［別紙２］








